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【手続補正書】
【提出日】平成25年5月23日(2013.5.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　測位を支援するセルラネットワークにおける無線デバイスのための方法であって、
　前記無線デバイスは、前記セルラネットワークの無線基地局と通信する様に構成され、
　前記方法は、
　少なくとも１つのセル識別子を検出するステップ（４１０）と、
　前記検出したセル識別子に基づきセル測定を実行するステップ（４２０）と、
　前記ネットワークノードが、前記無線デバイスに隣接セルリストを送信するかを決定す
るために、前記ネットワークノードに、前記セル測定の結果と前記検出したセル識別子を
送信するステップ（４３１）と、
　測位基準信号パターンを決定するために、前記セル測定の結果に基づき、前記検出した
セル識別子か、前記ネットワークノードからの前記隣接セルリストで受信したセル識別子
の使用を決定するステップ（４３０）と、
　前記セル識別子、及び、前記セル識別子と前記測位基準信号パターンとの間の予め定義
された対応付けに基づき、測位基準信号パターンを決定するステップ（４４０）と、
　前記決定した測位基準信号パターンに基づき位置測定を実行するステップ（４５０）と
、
を含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記測位基準信号パターンは、直交パターンの第１グループの１つであり、シフト及び
前記第１グループ内のパターンの総数により特定される、
ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記シフトは、周波数シフト、時間シフト又はその両方である、
ことを特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項４】
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　前記直交パターンの第１グループは、パターングループの第２グループの１つであり、
　前記測位基準信号パターンは、さらに、パターングループ識別子により特定される、
ことを特徴とする請求項２又は３に記載の方法。
【請求項５】
　前記測位基準信号パターンが正しく決定されることを確実にするために、前記位置測定
を実行するステップ（４５０）の前に、前記決定した測位基準信号パターンに対し相関を
実行するステップ（４４５）をさらに含む、
ことを特徴とする請求項１から４のいずれか１項に記載の方法。
【請求項６】
　前記検出したセル識別子か、前記隣接セルリストで受信したセル識別子の使用を決定す
る前記ステップ（４３０）は、
　前記ネットワークノードから前記隣接セルリストを受信した場合、前記隣接セルリスト
のセル識別子を使用すると決定するステップ（４３２ａ）と、
　前記ネットワークノードから前記隣接セルリストを受信しなかった場合、前記検出した
セル識別子を使用すると決定するステップ（４３２ｂ）と、
を含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記ネットワークノードから前記隣接セルリストを受信するステップ（４２５）をさら
に含み、
　前記検出したセル識別子か、前記隣接セルリストで受信したセル識別子の使用を決定す
る前記ステップ（４３０）は、
　前記セル測定の結果に含まれる基準セルの信号品質測定結果と第１の閾値を比較するス
テップ（４３３）と、
　前記信号品質測定結果が前記第１の閾値以上である場合、前記隣接セルリストで受信し
たセル識別子を使用すると決定するステップ（４３２ａ）と、
　前記信号品質測定結果が前記第１の閾値未満である場合、前記検出したセル識別子を使
用すると決定するステップ（４３２ｂ）と、
を含むことを特徴とする請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記ネットワークノードから前記隣接セルリストを受信するステップ（４２５）をさら
に含み、
　前記検出したセル識別子か、前記隣接セルリストで受信したセル識別子の使用を決定す
る前記ステップ（４３０）は、
　前記セル測定の結果に含まれる検出したセルの総数と第２の閾値を比較するステップ（
４３３）と、
　前記検出したセルの総数が前記第２の閾値以下である場合、前記隣接セルリストで受信
したセル識別子を使用すると決定するステップ（４３２ａ）と、
　前記検出したセルの総数が前記第２の閾値より大きい場合、前記検出したセル識別子を
使用すると決定するステップ（４３２ｂ）と、
を含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記ネットワークノードからタイミング推定を受信するステップ（４２６）をさらに含
み、
　前記隣接セルリストに含まれるセル識別子を使用すると決定するステップ（４３２ａ）
は、
　前記受信したタイミング推定に基づき、前記隣接セルリストに含まれるセル識別子を、
前記検出したセル識別子の少なくとも１つで補完するステップ（４３５）と、前記隣接セ
ルリストに含まれるセル識別子の少なくとも１つを、前記検出したセル識別子の少なくと
も１つで置換するステップ（４３６）とのいずれか、或いは、両方をさらに含む、
ことを特徴とする請求項７又は８に記載の方法。
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【請求項１０】
　前記無線デバイスは、ユーザ装置である、
ことを特徴とする請求項１から９のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１１】
　前記ネットワークノードは、無線基地局又はＥ－ＵＴＲＡＮにおいて測位機能を有する
ノードである、
ことを特徴とする請求項１から１０のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１２】
　セルラネットワークにおける測位を支援し、前記セルラネットワークの無線基地局と通
信する様に構成された無線デバイス（１５０）であって、
　セル識別子、及び、前記セル識別子と測位基準信号パターンとの間の予め定義された対
応付けに基づき、測位基準信号パターンを決定する様に構成されたパターン決定ユニット
（１５１）と、
　前記決定した測位基準信号パターンに基づき位置測定を実行する様に構成された位置測
定ユニット（１５２）と、
　少なくとも１つのセル識別子を検出する様に構成された検出ユニット（１５４）と、
　前記検出したセル識別子に基づきセル測定を実行する様に構成されたセル測定ユニット
（１５５）と、
　前記測位基準信号パターンを決定するために、前記セル測定の結果に基づき、前記検出
したセル識別子か、ネットワークノードからの隣接セルリストで受信したセル識別子の使
用を決定する様に構成された決定ユニット（１５６）と、
を備えていることを特徴とする無線デバイス。
【請求項１３】
　前記測位基準信号パターンは、直交パターンの第１グループの１つであり、シフト及び
前記第１グループ内のパターンの総数により特定される、
ことを特徴とする請求項１２に記載の無線デバイス。
【請求項１４】
　前記シフトは、周波数シフト、時間シフト又はその両方である、
ことを特徴とする請求項１３に記載の無線デバイス。
【請求項１５】
　前記直交パターンの第１グループは、パターングループの第２グループの１つであり、
　前記測位基準信号パターンは、さらに、パターングループ識別子により特定される、
ことを特徴とする請求項１３又は１４に記載の無線デバイス。
【請求項１６】
　前記測位基準信号パターンが正しく決定されることを確実にするために、前記位置測定
を実行する前に、前記決定した測位基準信号パターンに対し相関を実行する様に構成され
た相関ユニット（１５３）をさらに備えている、
ことを特徴とする請求項１２から１５のいずれか１項に記載の無線デバイス。
【請求項１７】
　前記決定ユニット（１５６）は、
　前記ネットワークノードが、前記無線デバイスに前記隣接セルリストを送信するかを決
定するために、前記ネットワークノードに、前記セル測定の結果と前記検出したセル識別
子を送信する様に構成された送信ユニット（１５７）と、
　前記ネットワークノードから前記隣接セルリストを受信する様に構成された受信ユニッ
ト（１５８）と、
をさらに備えており、
　前記決定ユニット（１５６）は、さらに、
　前記ネットワークノードから前記隣接セルリストを受信した場合、前記隣接セルリスト
のセル識別子を使用すると決定し、
　前記ネットワークノードから前記隣接セルリストを受信しなかった場合、前記検出した
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セル識別子を使用すると決定する様に構成されていることを特徴とする請求項１２に記載
の無線デバイス。
【請求項１８】
　前記ネットワークノードから前記隣接セルリストを受信する様に構成された受信ユニッ
ト（１５９）をさらに備えており、
　前記決定ユニット（１５６）は、さらに、前記セル測定の結果に含まれる基準セルの信
号品質測定結果と第１の閾値を比較する様に構成された比較ユニット（１６０）を備えて
おり、
　前記決定ユニット（１５６）は、さらに、
　前記信号品質測定結果が前記第１の閾値以上である場合、前記隣接セルリストのセル識
別子を使用すると決定し、
　前記信号品質測定結果が前記第１の閾値未満である場合、前記検出したセル識別子を使
用すると決定する様に構成されていることを特徴とする請求項１２に記載の無線デバイス
。
【請求項１９】
　前記ネットワークノードから前記隣接セルリストを受信する様に構成された受信ユニッ
ト（１５９）をさらに備えており、
　前記決定ユニット（１５６）は、さらに、前記セル測定の結果に含まれる検出したセル
の総数と第２の閾値を比較する様に構成された比較ユニット（１６０）を備えており、
　前記決定ユニット（１５６）は、さらに、
　前記検出したセルの総数が前記第２の閾値以下である場合、前記隣接セルリストのセル
識別子を使用すると決定し、
　前記検出したセルの総数が前記第２の閾値より大きい場合、前記検出したセル識別子を
使用すると決定する様に構成されていることを特徴とする請求項１２に記載の無線デバイ
ス。
【請求項２０】
　前記受信ユニット（１５９）は、さらに、前記ネットワークノードからタイミング推定
を受信する様に構成されており、
　前記決定ユニット（１５６）は、さらに、前記受信したタイミング推定に基づき、前記
隣接セルリストに含まれるセル識別子を、前記検出したセル識別子の少なくとも１つで補
完することと、前記隣接セルリストに含まれるセル識別子の少なくとも１つを、前記検出
したセル識別子の少なくとも１つと置換することのいずれか、或いは、両方を行う様に構
成されている、
ことを特徴とする請求項１８又は１９に記載の無線デバイス。
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